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十 全 書 雑 誌
鋳三十九稼 第二號 （第三百四■ト號）

     昭和九年二月一日蟹行

薔

金澤醤科大學藥物學教室

   （石坂致投指導）

「ヒニン籏薬物二因ル眞性心臓アルテル

ナ1・ス」（DerHerza1世ema爆s）讃現二關スル

研究，附交互脈ノ讃主機構二就チノ考察

助殺授 岡  本   肇
（昭和8年8月3日受附〕

本論文ノ要旨ハ既二昭和4年7月10日第3回日本藥理禦曾二於テ蟹表セリ・

                日

第一革緒  言

第二章 一般實験方法及ビ實験材料

第三章 「カ可ウム」，「カルシウム」ノ増減ガ

   「アセチールヒニヂソ」ノ心臓作用二

   及ス影響

 第一・頂 貿験方法

 第二ニ項實験成螢

  （イ〕 rカリウム」ノミチ増減セシメタル

    場合

  （口） 「カルシウム」ノミテ培減セシメタ

    ル場含

第四章 「アセチールヒニヂン」ハ。・臓作州二

   及ス温度ノ影響

  （イ〕實験方法

第一革緒

次

  （口）貿験成綾

第五章「アルテルナyス」心臓二就チノ翼部

   冷却試験

  （イ）實験方法

  （口）實験成綾

第六寧「bニヂy」，「ヒミン」，及ビ「アセ

   チールヒニソ」チ以ナセル「アルテル

   ナソス」ノ蟹生試験

  （イ〕實験方法

  （口）賢験成績

第七章 交互脈ノ獲主機鱒二就チノ考察亜二

   卑見

第八章縛  諭

   文  厭

目

 嚢二一一〕余ハ（三浦氏ト共三）「ヒニン」，「ヒニヂン」並二共等ノ「アセチール離ノ摘出蛙心二

甥スル作用ノ比較研究ヲ行ヒタル際，偶々「アセチールヒニヂン」ハ摘出蛙心二錫シ常二定型

                  【 1 〕
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的ノ心臓アルテルテンス」（Her鶉altermns）ヲ護現セシムル菜物ナル事テ認メタルガ，共ノ

後金ハ「アセチールヒニ≠ン」ノ此ノ特異ナル脈型作用二就テ更二精細ナル観察ト實験け重

ネタル二極メテ興味アル知見テ得タルテ皿テ，以下英ノ威綾ノ概略テ記述シ，併セテ交互脈

ノ護主原因二就テ抑カ卑見テ述ベント欲ス．

 誰1872年Tmube｛2）ガ甫メテ榜骨動脈二於テ大小2種ノ脈榑ガ交互的二反覆現出スル脈型異鴬テ指シ

  テ交互脈（PuIsuHher㎜m〕ト命名シタルモ，當時的其原因ヲ究明スル灰ナカリシガ英ノ後心願機能

  ノ研索方法ノ讃達＝件ヒ末梢動脈二於ケル軍ナル交互的ノ大小樽動（G・05s肛md k工eiηe・P口1；〕ハ期

  外城縮二国ル二段脈（Bigemi皿1・）及ビ間投脈（Iute・poIie・te服t冊5y5tole）ノ際ニモ亦之チ見ル場合ア

  ル事ガ明カトナリ，一方摘出心臓二於デモ亦心薄動ノ循期二於テ何等不整ヂ赤ス事ナグ（師チ整調的

 脈資性心揮動）シテ大小二様ノ摺動ガ規則正シク交互的二反覆出現スル現象即チH6mlt6m㎝s et

 Kamme「altema耐ノ現存スル事力“獲見セヲル・二至リ，蛙二交互脈問題二關シテハ寧口心臓アルテ

  ルナンス」（H釘zaItem乱聰s〕ノ研究ガ學番ノ1重鰯スル所トナリ，Herin姜，（3〕ノ如キバ此心畷アルテルナ

  シス」二国ルPulミus a1tem㎝sヂ良性交互脈（fchtf・Altem・ns）ト醗シ，二段脈及ビ間投脈二越囚スル

  ＝Eノバ交互脈ト匿別シテ特二之チ傭性交互脈（PSeud㎝ltem証ηS）ト稀シテ互二混同スルチ遊ケタリ．

 余が以下箪二「アルテルナyス」ト記スルモノハ勿論眞性ノ心魔アルテルテンス」チ意味スルモノトス．

第二車 一般費験方法及ビ賓験材料

 賀騒動物トシテハ総テ数日間室温二飼養シ置キタル青蛙（15－30頁，雌雄共用）ヂ使用セリ．英ノ心臓テ

「すとらうぷ＝ふうれる法’侯リテ潔室内二懸垂シ，酸素ヂ絶ヘズ漁室底ノ「リンケ化液池…1リ通ジ，心運

動チ煤紙上二描証セシム．「カニューレ内容ハ常二〇・5蛭ノ「リンゲル液ニテ売シ，水慶チー定ナラシメタ

リ．

 英ノ他個々ノ實験二於クル特別ナル注意事項二就テハ各傑下二詳述スル園アルペシ．

 「アセチールヒニヂン」並昌「アセチールヒ三ソ」八本教室ミ於テ合成セル純中性麗酸盤昌シテ，「七二y」

及ビ「ヒニヂソ．」ハ「メルク製盤墓ヂ更二精製ノ」二純中性騒酸盤トシタルモノナサ．

 因二本實験ハ主トシテ昭和3年屯月目リ同年9月二夏リテ施行シタルモノナリ．

第ミ草 「カリウム」「カルシウム」ノ増減ガ「アセ

  チールヒニヂン」ノ心臓作用二及ス景三裂

 「カリウム」，「カルシウム」ハ生鵠ノ正常戒分ニシテ，此等爾イオン」含量ノ僅微ノ増減ニ

ョリテ築物ノ作用二著大ノ愛動テ招致スル事アルモ亦周知ノ事費ナリ．余八本研究二於テ先

ヅ第一二「リンゲル液内「カリウム」並二「カルシウム」最ノ増減ガ「アセチールヒニデン」ノ心

臓作用二如何ナル影響ヲ有スルカヲ検索セリ．

               第■項實駿 方法

 本質験二於テハ食麗O．60％，騒化カルシウムα02％，盤化カリウムα02％及ビ重曹0」〕1％組成ノ「リン

ゲル液テ標準トシ（以下之ヂ正常リyゲル液ト解ス）英ノ「カリウム」及ビrカルシウム」最テ各箪搦二或ハ両

者ヂ同時二種々ノ割合二一心服ガ窩完全二正規ノ揮動状態チ維持遂行シ得ル程度二郎チ換言スレバ心臓

                   【2】
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ガ此雨イナy」量ノ愛動二蟄シ完全二通腱シ得ル範囲二一一増減セシメタル場合畠就テ。「アセチールヒニ

ヂy」ノ心臓二勤スル作用状態ヂ観察セリ．

 耐シテ蛙心ノ個性ニョリテ藥物二鐵スル感受性二百ナリテ著シギ相違アルヂ以テ，同一列二魔スル實験

ハ可及的同一心臓標本場就テ，英ノ使用二耐へ碍ル限リ〔師チ心臓が正規ノ揮動テ保持スル帳サ〕順次反覆

シテ之チ施行シ，而モ衛費験成績ハ籔個ノ異レ1ル心勝標本二就チノ観察二基キナ判定スル穣努メタリ．

                第二項 實 験 成 綾

  （イ）「カリウム」ヲ増減セシメタル場合

 先ヅ「リンゲル液内ノ「カリウム」竜ノミテ増減セシメタル場合二就テ「アセチールヒニヂ

ン」ノ心臓作用ノ鍵叱状況テ橋シクリ．師チ第1表ハ脈型鐘化ノ開係テ総括表示セルモノニ

シテ，本表ヨリシテ直二看取セラル・ハ「アセチールヒニヂン」二因ル「アルテルテンス」ノ護

   第1表「リングル液内「カリウム」量ト「アセチールヒニヂン」

            二因ル脈型蟹化トノ爾係．

「田ンゲル液組成：N乱αO・60％；CaCユ旦α02％；NaHC030・01％・

KC1％
番 性 誰 in

重 RiDg趾
0．02

〔
O．0075 O．01 0．O15 0．03 O．04 0．05

號 別
瓦

室温 標準
） （℃）

59 ♂ 25 20．O L ● ■ A ■ ● ■

60 ♂ 29 15，O L A A A ● ● ■

61 ♂ 28 17．0 ■ I，od．A A A ■ ■ ■

62 ♂ 25 16．O I、 I－od．A A A ● ● ●

64 ♂ 26 20．O ● L A A ■ ● ■．

65 ♂ 24 19．o ■ A A A ■ ● ■

66 ♂ 27 20．0 lL ■ ● A ■ ● ■

67 小0 24 21．O ■ ■ ● A A ■ ■

68 9 25 24．5 ■ ● ■ A A A A

69 旱 27 25．O ■ ■ ● A A A A

75 早 26 19．0 ● L A A ● ● ■

77 ♂ 23 20．O ■
■ A A ■ ■ ●

87 ♂ 27 25．0 ■ ■ ● A A A A

88 ♂ 27 23．0 ■
I一

● A A A ■

89 ♂ 25 23．0 ● L ● A A A ■

90 ♂ 21 20．5 ■ L A A ■ ‘ ■

91 ♂ 22 21．O ● A A A ● ■ ■

⊥■ 一     一I

■Iπ
■    一■■■一 1               一 ■  一一一一一u」」一 一』」一 o」…一I一 L⊥一一一」』凹一   一■■■一一

平均 ♂♀ 21＿29 15＿25
工、 I－od，A A A1A A A

A三「アルテルテンス」脈型

L＝群擁脈型（心室攻縮脱漏二目ル〕

【3】
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主義ポ

KC1量一

舳」

「プセチールヒニヂy」
   ノ濃度

      50・000㌧
      200，000」

0－01         40，O00一仁

O．G2

O．03

工 ＝ 50．OOO」■

1OO，O00一士

300，OOO→

1 ： 450，OOO一十

1 ：  50，OOO一÷

200．O00＿キ

500・O00㌧
800，OOO」

1，000，000＿■

1，500，000一≒

第2表實験番號88，青蛙♂，27瓦，室温23℃，13／VI，1928．

   「l1ンゲル液組成：NaC1α60％；Caα1O刀2％；NaHC030刀1％・

心臓機能ノ聖化状態

藥液作州ト同時二多少縮幅セルノミニシテ，心臓ハ依然トシテ
エヒ尭兇ノ稲：垂加テ疑雲行セリ．

作用直後…1リ急激二縮幅シ勧メ，次ア時々心室妓縮ノ完全ナル
饗鎌警幣聰ハ正規鰯、群籏脈型（房室性）一1

欄律ノ順一移行セ1）      1
正規二摺動セル心臓ハ薬液注加ニヨリ最勧ハ章二振幅ノ縮小ヂ
楽セルノミナリシモ暫時ニシテ心室欺縮二交互的大小ヂ駿シ
（「zルテルテンス」），之昌リ更二牛調律脈型二変移セリ（師チ
整調律→rアルテルテンス」→手調律〕

到期縮幅→「アルテ1レナンス」→坤調律．

初期縮幅二次デ「アルテルナyス」チ蟹シ，心臓ハ暫時化ノ状態
ヂ存寂シタルモ次デ「ア・レデルテンスJノ清失テ卒シ，再ビ整調
律トナレリ、

藥液作用ト同時二極健二縮幅セルノミ，脈型二鐘化ナシ・

作用1・同時二振幅，揮歎ハ急劇二減少シ，次ヂ心室ガ掻張期二
静止シ，前房運；動ノミドナレリ 比ノ際「カニューレ内ノ薬液
チ正常リyゲル波ヂ以テ置換シ〉ルニ，心室ハ再ビ榑動シ初メ

振幅ノ増大，捕激ノ増加ト共二牛調律→「アルテルナyス」→正
規樽動ノ脈型順チ艦テ途二藥液作用前ノ状態二迄完全二恢復セ
リ． （同ナ踵副3参児買）

初期縮幅→「アルテルテンス」→手調律1

動期縮幅二次デ定型的「アルテルナン列チ讃現ス（米）

箪二縮幅セルノミ，脈型鍵化ヂ惹起セズ．

微二縮幅，脈型二異常ナシ．

備   考

←「カニューレ内容
テKC1O．Oユ％含有
ノ「リンゲル液ニテ
置換シタル二心臓腰ミ
能二何等ノ塑異デモ
來サザリキ．

   小
正常リンゲル液  ；

！≡

←「カ畠ユーレ内容≡

テKC10．03％含有
ノ「リyゲル液ニテ
置換シタル二心臓ハ
正常「リンゲル液螢
養ノ場合ト金ク同様
ノ撞動状態テ示セ
リ．

↓

摘 要

最燃雛嶋㌃脇錨ノ
■一

』 「アセチールヒニヂ

y」二因ル脈型鐘化

11200，000 トシテ舘二房室性群
族テ験生シ，決シテ
「アルテルテンス」ヂ
蟹生セサリキ．

1 50，OOO

1：450．000

↑

1

↓

1 300，OOO

1 50．OOO

1：1，500，O00

↑

↓

1 900，000

ω
心
円

景
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現ニハ「リンゲル液中二一定量以上ノ「カリウム」テ含有ス

ルチ要スル事ナリトス．9Pチrリンゲル液内「カリウム」量

ガ0，015％以上（0．02％，O，03％，0．04宕，0．05％）ナル場合

二方きテハ「アセチ・ルヒニデン」ニコル脈型鍾重化トシテ総テ

rアルテルテンス」ノ護現テ來セルモ，（附圏Nr・1）9－01％

ノ場合ニハrアルテルテンス」テ出現スル事稀ニシテ，多タ

ノ場合群族（主トシテ心室牧縮脱漏ニコル）テ來シ，（同一

心臓標本ニテ作用薬液濃度カ’同一ナル場合二於デモ脈型ノ

劇ヒバ不定ニシテ，時二「アルテルテンス」ラ，時二群撲ヂ

褒生セリ）O．0075名ノ場合ニバーツモ「アルテルテンス」テ

現出セズ，脈型愛化ハ恒二群族経由ニョリテ行ハル・9見

ル、（附闘Nr．2）

 師チ「アセチ｝ルヒニヂン」ニョルrアルテルテンス」ノ護

現ニハrリンゲル液内rカリウム」量ガ少クトモ0，015％以上

ナルテ要シ，rカリウム」量ガO，01％以下ナルトキハ「アル

テルテンス」ハ護現セズ，群獲ノ護士テ來ステ知ル、

 而シテ第2表八代表的一實．駿例テ示スモノニシテ，之ニ

ヨツテ容易二「アセチールヒニヂン」ノ心臓作用二及ス「カ

リウム」ノ影響二就チノ量的閥係ラ知ル事チ得ベシ，邸チ

本實験域綾二於ケル主ナル所見ハ次ノ如シ．

 （1） 「リンゲル液内rカリウム」ノ微量増カロニョリテ「ア

  セチールヒニデン」ノ心臓二対スル作刀J（麻痺）カハ著

  シク糟人ス，邸チ「アセチールヒニヂン」ノ最少縮幅濃

 度ハ「カリウム」0．O1％ノ場合ニハ1：200，000字夜テルモ，

 O．0226ノ毛易倉・ニノ、i：450．OOO液ニシテ， 0．03タ6ノ毛嚢含Fニ

 ハ更二工：1，500，000二増大シ，0．04名ニテハ賢二1：5，00

 0．OOδ倍ノ稀薄液ニテモ荷縮幅的二作用スルチ認ム．

 （2） rアセチールヒニデン」ニョル脈型擾童叱トシテ「カ

  リウム」0．0iヌ6ノ場合ニハ群族テ來ス， 而シテ0．0296

 以上二於テハ常二「アルテルテンス」ノ形成テ見，而モ

 此ノ際「カリウム」量ノ多幸程「アルテルテンス」テ護士

  セシムル「アセチールヒニヂン」ノ濃度範團ハ撰大ス，

 副チ「アルテルテンス」護現ノ濃度範園ハ「カリウム」

 O．02％ノ場合ニハ1：50，000一：3GO．000，0．03名ノ場合

  ニハ1：50，000一：900，000ニシテ，0．O切ノ場合ニハ

   【5】
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  ユ：500，000－1＝4，000，000ナルチ見ル．

 （3）群棲襲生ノ場合タルトrアルテルテンス」護士ノ場合タルトヲ間ハズ，薬液ノ作用後

  先ヅ心臓ハー定度ノ振幅縮小テ示シ，次デ「アルテルテンス」叉ハ群稜ナル各特異ノ脈型

  蟹叱ヲ惹起ス，而シテ此ノ際薬液濃度ガ比較的大ナルトキハ「アルテルテンス」叉ハ群棲

  状態ヨリ手調律脈型（Halbrbythmus）二移行スルモ（附圖N・．4，附圏Nr・2）濃度ノ適當

  ナル場合ニハ心臓ハ長ク「アルテルテンス」叉ハ群族揮動テ持続ス（持続性アルテルナン

  ス」（附圖Nr．5，Nr．6）。

  （口）「カルシウム」ラ増減セシメタル場合

 次二正常リンゲル液中ノrカルシウム」最チ増減セシメタル場合二就テ槍シタルニ第3表二

示スガ如ク，rカルシウム」量ガ0．0」0，03％ノ範團二於テハ「アセチールヒニデン」ニョル脈

型愛化トシテ常二「アルテルテンス」ノ褒現ヲ來セルモ，「カルシウム」量ガα04％二増カ旧セル

時ニハ脈型ノ釣ヒ開係ハ不定ニシテ，「アルテルテンス」テ獲現スル場合ト群穫ヲ護現スル場

合トアリ，更二0．06％二於テハ金クrアルテルテンス」ハ現出セズ、常二群稜（主トシテ心室

卑史栢養断…矛轟）ノモヲ…襲里見セリ．

第3表 rリンゲル液内「カルシウム」最ト「アセチ，ルヒニヂン」

         二四ル脈型鐙fヒトノ開係

  「リンゲル液組成：Naα0．60％三KC10・02％；N乱HC030・O1％・

番1性

號

66

68

69

70

71

80

81

別

♂

9

9

♂

♀

♂

9

1求一い一
27    20．O    ．

25    24．5    A

27    25．O    A

27    25．0    A

25    25．O    ．

30    15．0    ．

31    16．0

平均♂ ♀ 25－31 15－25 A

A    A    A

A     ．    ・

A     ．    ・

A    A    L

A AAod．1，
A    A    A

A    A     ．

A A1A．d．I一

 即チ「アセチールヒニヂンJ＝「アルテルテンス」ノ褒現ニハ「リンゲル液内「カルシウム」量

ガ0．03％以下ナルテ要シ，rカルシウム」量ガ0・O斗名以上ナル時ハ「アルテルテンス」ノ襲生ハ

困難トナリ群族ヲ褒生スルニ至ルチ知ル．

 而シテ「アセチールヒニヂン」ノ心臓二対スル麻痺作用カハ「カルシウム」ノ微量裕加ニョリ

テ著シク減弱シ，雌ノ爾築物ハ五二拮抗的二作用スルヲ見タリ・

 以上第2項（イ）友ビ（口）ノ實験成績ヨリシテ「アセチールヒニデン」二因ル「アルテルナン

                  【6 】
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ス」ノ護現二勤シテハrカリウム」トrカルシウム」トハ金ク和反スル意義テ布シ，「リンゲル液

内ノrカリウム」量ノ増加ノ影響トrカルシウム」母ノ減少ノ影響トハ共ノ軸プーツニシ，「カ

リウム」量ノ減少セル場合トrカルシウム」量ノ増加セル場合トハ共ノ紬異同一ナルテ側リ得

クルカ更二第4表a及ビ’bハ比等I雨イオン」ノ量テ同時二同一割合二或八種々ノ割合二増減

セシメタル場合二就テ，rアセチールヒニチンノ心臓脈型二韮、1スル作用テ機シテ得タル成績一

ニシテ，之ニョツテ心臓ノ「アセチールヒニヂン」二因ル「アルテノレソンス」及ビ群獲ナルニツ

ノ相異ル脈型劉ヒノ護現性八大麗rリンゲノレ液内二於ケルrカリウム」量ト「カルシウム」最ト

ノ相勤的關係ノ如何ニョツテ左右セラレrリンゲル液内二rカリウム」ノ通I最テ含有スル事ガ
                        ■・■ ■． ● ■ ■ ●● ●  ● ●■ ■● ■． ■■ ・

「アセチールヒニヂン」＝rアルテルテンス」褒現ノ必郷條件ナル事ヲ価リ欄ベシ・
 ●■■●■●■●●   ● ●■●■■● ●■●■■●●■●■■．●●■・
 勘チ第1圃ハ以上ノ各賢験成績テ更二総括圖示セルモノニシテ，之ニヨッテ「リンゲル液

内「カリウム」及ビ「カルシウム」最ノ蓼変化トrアセチールヒニヂン」ノ心臓王脈型二釣スルイ乍用ト

ノ開係ハー目瞭然タルベシ．

 勿論木圖二於テX－Y曲線（X－Y曲線ガ幾分縦軸側二偏スルハ之レ「アールテルテンス」ノ

護現二局シ催進的二作用スルrカリウム」ノ影響ガ，之二対シ抑壁的二作用スル「カルシウム」

ノ影響二比シ優越スル産アルニヨル）ハ季節的温度的ノ愛化又ハ蛙心白麗ノ個性的相違ニョ

リテ幾分ノ変移ヲ示ス事アルベ・キモ，余ガ正常リンゲル液螢養ノモトニ，四季ヲ通ジ「アセ

チールヒニデン」ノ作用テ強シタル82ノ心臓標本中rアルテルテンス」ノ護現テ見ズシテ・群

籏経過テ來セルモノ健二2例テ艦．験シタルニ過キズ，他ノ80例二於テハ悉ク定型的ノ「アル

第4表a 「リンゲル液内「カリウム」及ビ「カルシウム」量ヂ同時二局’害一際二

       増減セシメタル場合二於ケルrアセチールヒニデン」ノ脈型作兀j

          「リンゲル液組成：N皿C1O・60％；Na1IC030・01％・

l11∵㍗∵1㍍lll／∴■

63 幸  25

65 ♂  24

66 ♂  29

72 ♂  26

73 ♂  25

76 9  26

77 ♂  23

79 9  31

80 ♂  30

千切 ♂♀ 23－31

19，0

19，0

20，0

24，0

23，0

19，0

20．O

19．O

15．O

15＿24

A

L

L

A

A

A

A

A

A

A

A

A

L od．A  A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

【7】
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番

號

58；

59

60

62

66

74

75

76

78

79

80

81

平
均

第4表b

性 鶴
   重

   珂
別  ）

6125

♂

旱

25

29

25

27

27

27

26

27

31

30

31

25＿31

「リンゲル液内「カリウム」及ピ「カルシウム」最テ同時二種々ノ割

合二増減セノレ場合二於ケル「アセチールヒニヂン」ノ脈型作用

  「可ソゲル液組成：N皿C10・65％；NaCH030・01％・

＼午C仰C・α2％
  ＼    in
   ＼ Ri・g町
室温＼、し

 （刈   ㌔＼

第I圖

20，0

20，O

15．0

ユ6，0

20，0

20，0

21．O

19．o

19，0

19，0

15，0

16．O

15＿20

ま
．昌

Oo
o

    ノ

㍗
／O・01

  一］

  I－

 A
  L

lLod・一＾＝

！  ！

1’一
1・≡
！ ・  1

Lod．A

ツ
 ノ’

／O・03

L

I。

L

O．02／

／
 O．02／
 標準

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

0．03／

／■

／

／O・04．

一＿．＿1

A

A

A

A

A

∵

A

A

A

X

∫

了

o
卯’卯2ψ3ψナψ全卯

O．03／

  ノ
／、、

A

A

A

㌻

A

A

A

∴

A

A

ム

                                    o．o’

                     KC1i皿％

         Die wirkliche皿及。b臣。btu1］gen日i囮d mit Punkten be舵iclmet：

         ● 二A1tem則〕5ver1auf．

         （D ＝ b丑1d Ahernan5vorla口f b皿1d Gfuppfnb三1du而g．

         ○昌GmpPenbild㎜ginFomv㎝at－iov㎝triku屹岨A－t・

テルナンス」ノ護士ラ見タルノ成績二徴スル時ハ，蛙心ノ個性的相違，季節的饗化ノ如何ユ

                        〔8】
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拍ラズ，X－Y曲線ハS馳（印チrカリウム」0．02形，r．カルシウム」O．02％組成ノ正常リンゲ

ル液二冊鴬ス）ヲ1越エテ横軸側二推移スルガ如キ事ハ先ヅナキモノト見テ可ナルベク，吾人
                                                 ●  ■
ハ「すとらうぶ法ニコル摘出蛙心二於テ，之ヲX－Y曲線ヨリ按軸側二位スルアラユル「カリ
●  ・ ● ■ ● ●・● ● ● ■ ● ● ● ● ● ■ ■  ■ ●      ■ ■ ● ● ● ■ ● ○ ■ ● ● ■ ● ● ■  ● ●

ウム」，「カルシウム」組成ノ「リンゲル液テ皿テ「アセチールヒニヂン」ニヨリ極メテ容易二足
● ■    ● ● ● ● ■  ● ■ ■  ● ● ● ● ■ ● ● ■  ■ ■ ● ● ■ ● ● ■ ●  ● ■ ■ ● ■ ● ● ■ ● ■

型的「アルテルテンス．」ラ褒現セシメ得ヘシ，帥チ比ノX－Y1獺級テ限界トシテ横軸側ハrア
● ． ● ■ ● ■ ■ ● ．  ● ■ ● ■ ■ ■ ． ■ ■   ■ ■ ● ●      ■ ● ● ● ■ ■ ● ● ● ■ ● ■  ■

ルテルテンス」必現嗣二騎スルモノトス．蓋シ「アルテノレテンス」ラ惹起セシムル事「アセチー
■ ■ ● ● ■ ■  ● ● ■ ● ■ ■ ● ■ ． ● ●  ■ ．  ． ● ● ■ ■ ■ ■  ● ● ● ■ ■ ■ ■ ■  ■ ● ■ ■

ルヒニヂン」ノー如ク石雀實，容易テルハ現今他二共ノ類テ見ヂルモノナルベク，實二本品ハ「ア
■●・，． ・．．・． ．．．．．．＾・．・・・・・…  ．．●．・ …  ■． ・
ルテルテンス」ノ「デモンスト≠手オン」ノ目的ニハ最適ノ物質ナリト信ズ．
■ ● ● ● ■ ．  ●  ■ ■ ● ● ・ ． ● ■ ■  ● ■ ● ． ■ ● ● ■ ■ ■ ’■ ■ ● ● ●

 〔附」（1）rカリウム」多キ「リンゲル液チ以テ螢養セル心臓二於テハ「アセチールbニヂン」ノ通常濃

  度チ撰プ事二目ツチ定型的「アルテル→■yス」ノ能ク長時（描綴I籔十分）二亘リテ持頬スル状態テ極メテ

  容易二襲現セシメ得ルモノナリ，師チ第5表及ビ附圃N・・5ハ此持繍酌rアルテルテンス」（持灘6分）

  ノー重1験例テ示スモノナリ．

 ．第5表  「アセチールヒニヂン」二四ル持1絞向勺アルテルテンス」

「リンゲル液組成 ：N1ユC1C・60％；KCi O・0里％；CaαP O・02％；NaHC030，01％．

      ＝賢験瞬蜀虎53 背蟻 字 28＝瓦  室彊一2ぽC22／VI，1929・

時

間  脈   型
1分）

1

10

20

30

40

50

60

70

80

86

1整 調 律1
「アルテルテンス」；

「アルテルナyス」
■・アルテルナース。；

一rアルデルナ。ス」1

「アルテルナyス」

「アルテルテンス」『

丁アルテ1レナyス」

「アルテルナソス」

「アルーテルテンス．」

rアルテルテンス」1

食1
棚 i

（分）；

51

51

51

52

51

51

50

49

50

5ユ

52

振幅肌
大摺動 小摺動

備     考

15

13・0：

1051
．0．1

。。．01

10・5

10，O－

8，51

7．O 1

6．5

15

3，5

2．5

4．0

4．5

7．0

8．5

0．5

5．0

4．O

1「アセチールbニヂン」
≡｛’

P：900，000演作用

心椛、数ハ不鐘，「アルテルテンス」ハ86分間描綾一

 86分目ヨリ大手婁動ト4、
 寺車璽カトノ叫堂寄宿雷．勇皇カ“瀧斤

←衣少クナリ出シ，一暫時
 ニシテ正規ノ摺動吠態
 二移行セリ．

（2）「アセチールヒニヂソ」テ以テ「プルナルテンス」糟動ヂナス心臓ノ肉眼的珊見トシテ，英ノ定型的

 ナル場合ニハ前回U慨二報告セル如ク，大雅動時二心室ガ全髄．トシテ堆縮シ，小揮動時二心室ノー

 部分（主トシテ心尖郷，叉ハ心基底部ノ左右角部）ガ収縮脱漏二階ルノ用人的チ心室ノ交互的部分酌徽縮

腕漏ノ像チ明確；認メ得タルモ，1附囲NL6二於ケル畑グrアルテルナyス」ノ大糟動ト小榑．動トノ堆

締高差ノ様，微ナル場合ニハ曲ノ交互軸部分酌雌縮脱漏ノ像ヂ調ムル事ハ困難ニシテ，恰モ心室が全艘

 トシテ蟹部制賎二艶シ焚亙的二大小二様ノ攻縮チ瞥ムガ畑ク見エクリ．

                      【9】
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（3〕「アセチールヒニヂソ」二国ル「アルテルテンス」ハ心室ノ焚亙的部分的収繍脱漏ニョルモノナルガ

 敬二「アルテルテンス」チ束ス場合ハ房室境界部以下心室会盟ノ雌縮腕濁二目ル所謂心室・吸縮脱漏〔叉

 ハ房室間分離）テ來ス場合ヨリ・E業物ノ心臓二甥スル侵碍作用ノ末梢的テルハ自明ノ型ニシテ，上述

 ノ各實験二於テ「，yゲル液内ノ「カリウム」ノ相動的濃度上昇＝目リテ，「アセチー’レビニヂン」ハ高・

臓二勤スル末楠部侵碍傾向ノ壇強テ來シ，反勢二「カルシウム」ノ相勤的濃度上昇二雪リテ該傾向ノ減

 易碧テ來ス毛ノド闘蛎ジ看暑ヘシ．

（4）「リンゲル液内二「カリウム」量少ク，心臓が「アセチールヒニヂン」ニコル脈型磐化トシテ群擬形

 成性テ享有セル場合ニハ藥滋濃度チ如何二加減シテ「アルテルナyス」チ謹現セシメyト努ムルモ決シ

 テ之チ蟹貌セシメ得ザルナリ．

第四車 「アセ手一ルビ＝一チン」ノ心臓作用＝。及ス温度ノ影響

 摘出蛙心ノ「ヒニヂン」二困ル脈型ノ鐘化状態ハ温度ノ高低二・目リテ相違シ，高温時（32℃）畠ハ主トシ

テ群籏脈型チ，冷温時（15山C）ニハ「アルテルテンス」テ球ス傾繭アル事二就テハ前回既二報告セル慶ナル

ガn）（「リンゲル液ハ食騒ひ6％，酸化カルシウム」α02％，題化加里α02％，重曹O・O1％組成ノモノテ使

用），余ハ更二「アセ羊一ルヒニヂン」二就デモ亦英ノ「アルテルテンス」駿現作用ガ温度的二如何二影響セ

ラル・ヤ畠就テ瞼シクリ．

  （イ）賢験方法

 蛙心デ「すとらうぷ：ふうれる法二目リテ摘出装置スル事ハ前章ノ實験二於ケルト全グ同様ナル㍉本

項ノ貿験二於テハ心臓全麗（蟹部，心鳳心室）テ平等二面モー定温度ニカロ温叉ハ冷却セシムル事ノ必要

上，普短．「すとらうぷ法：用フル箪壁潔室二代フルニニ重壁ノモノテ使用シ，雌ノ両壁間ヂ既望温度二加

温叉ハ冷却セル水（水道水）チ灌流セシメ，同時二「カニューレ内容テ毛亦灌流派ト同温度ノ「リンゲル波チ

以テ置換セリ．耐シテ心臓カニ邑一レ」ノ穿通ス〃「コルク栓ノ側方国リ「カニューiノ」ト並行二寒暖計チ

ー水銀球部ガ心臓ト相接欄セサル程度二於テ可及的心臓二近クー挿入セシメ，之二目ツチ漏室内ノ温

度テ測知セリ．

 貿験ハ勿論潔室内ノ寒暖計が一定温度二固定シ，心臓ノ運動状態ノ安定スルニ重ルデ侯チテ，之チ行止

タリ．耐シテ「リンゲル液トシテハ前述ノ實験成績二鑑ミ「アルテルナソス」ノ蟹現濃度範園ノ比較的援キ

KC1O－03％，Caα20・02％，NaC1O・6％，NaHC03α01％組成ノモノヂ使用セリ。

  （口）實験成績

 第6表ノ賛験成綾二就テ観ルニ温度ノ低下二ョツテ心臓ノ「アセチールヒニヂン」二対スル

感受性ハ著シク低下スルモ，英ノrアルテルテンス」護現性ハ去Pツチ高上スルラ知リ待ベシ。

印チ「アセチールヒニヂン」ニョリテ振幅ノ縮小ヲ來ス最少濃度ハ14度時ニハ120萬倍液ニシ

テ，此ノ場合「アルテルテンス」ハ100萬倍ノ稀緯度迄其ノ護現ヲ見ルモ，温度24－25度ノ場

合ニハ200－250萬倍ノ稀緯度迄モ縮瞭的二作用スルニ拘ラズ，「アルテルテンス」ノ護現ニハ

少クトモ30萬倍以上ノ濃厚液チ要ス．

 依是観之，吾人ハ「アセチールヒニヂン」テ以テ低温時程振幅ノ縮小度ヲ輕徴二上メ，両モ

ヨク「アルテルテンス」ノ定型的ナルモノテ護士セシメ得ベク，此ノ事ハ又心臓（特二英ノ牧
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 第6表「アセチールヒニヂン」ノ心臓作用ト温度トノ開係

「リンケ〃液組成：N乱C1〇一60％；KC10．03％；CaC120・02％；N品HC030・01％・

      寛験轟號107青蛙♂25頁 室温24一雅C

温
藥二揮
物於敷

薬物作用

度 筋三 薬液濃度 脈型駄態 二目ル振 摘    要＝
（℃）

前心
幅ノ鐘化

■  I ＾ 1 ’  ■ ．  ． ■

24 64 1：250，OOO 定  型  的 著シク縮小
「アルテルナyス蟹生濃度範園：

「ア〃テルナンス」 →約30萬倍液迄
24 66 1：500，000 整  調  律 縮  小

24 65 1：1Mi1L 整  調  律 縮  小
最小縮幅濃度1
約250萬倍液

24 65 1＝1．5Mi1I． 整  調  律 縮  小

24 64 1：2Mi11． 整  調  律 健二縮小 心掘敷：65

24 64 1：3Min． 整  調  律 鵜ド不愛

二重壁間へ1φCノ水道水チ灌流セシメ，同時皇「カニューレ内チ数回14℃ノ「リンゲル液ニテ
u換シ，心臓全誰テ平等二1年C二冷却セシム・

一 一  I  I
」 1 川                                          止 ⊥         皿    一

14 31 1：250，OOO
「アルテルナyス」

縮小著シ
「アルテルテンス襲生濃度範園：

→牛  調 律 →約100萬倍液迄

14 30 1：500，000
「アルテルナyス」

＊ 椅縮小
14 29 1：700．000

「アルテルナソス』
健二縮小

最小縮幅濃ミ皮：

米 約ユ20萬倍液

14 30 1：1MHl．
「アルテルテンス」

＊ 微二縮小 心構数130

14 29 1：1．5Mi1L 整  調  偉 不  嚢

1二1重壁間二2げCノ水道水テ擢流セシメ，同時二「カニューレ内ヂ藪回服Cノ「リンゲル液’チ
u換シ，心臓全麗テ千尋二2げC二加温セシム．

一

25 66 1：250，000
「アルテルテンス」

著シク縮小
「アルテルナyス蟹生濃度範1国：

来 →約30萬倍液迄

25 63 1：500，OOO 整  調  律 縮  小

25 62 1…150，000
「アルテルナyス」

著シク縮小
最小縮幅濃塵：

→牛 調 律 約200萬倍液

25 63 1：1Mi1I． 整  調  律 縮  小

25 63 1：I．51Mill． 整  調  律 健二縮小 心揮敷：63

25 64 1：2Mi11． 整  調  律 微二縮小

＊標ハ著シ藥液ヂ洗出スル事ナグパ「アルテルテンス状態ノ畏ク持綬セリト思惟セラルルモノ．

縮性）ノ障碍度ノ強弱如何ハ「アルテルテンス」ノ護現二対シ政接開係ナキモノナル事テ反誼

スル二足ルモノナリ．

第五章「アルテルテンス」心臓二一就チノ胃部冷却試験

 以上ノ實験ニョリテ吾人ハ適當ノ「カリウム」，「カルシウム」組成ノ「リンゲル波ト適當濃

度ノ「アセチールヒニヂン」液トチ用フル事ニョリテ極メテ容易二持続的「アルテルテンス．ヴ

護現セシメ待ル事テ知リ得タルガ，余ハ更二「アルテルテンス」二於クル刺較護主賓部ノ意義
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ヲ明確ニセンガ鷹メ，賓部冷却ニコル心郷敷ノ緩徐ガ「アルテルテンス」状態二釣シ如何二影

響スルヤラ絵シクリ．

  （イ）賢．験方法

 實験装置ハ普通「すとらうぷ法二於ケルト同様テルモ本實験二於テハ特二「カニューレ」ノ穿通スル「コル

ク栓ノ蓬縁部二賢部冷却管テ挿入セシメンガ偽メノ小孔テ設ヶタリ．

 而シテ摘出心臓標本チ滋室内二装置スルニ篭リテハ下腔静脈チ結紮セル線テ（普通心臓チ摘出セル後ハ

比ノ繰テ短ク切1レモ，曲ノ場合ニハ切除セズ）前記「コルク栓ノ邊織部二於ケル孔テ通ジテ軽ク認室外＾牽

引セシメ以テ翼部冷却テ行フニ便ナラシメタリ．

 賢部ノ冷却二・・長サ約ユ5極ノ紬畏キ硝子管一北端が盲管二絡リ，而モ丁度蟹部チ変ケ人レ僧ル程度二

鉤朕ヂナセル＝Eノニシテ，内部二水チ充セリーチ使用シ，之チ藤メー定温度ノ「リyゲル海内二冷却セ

シメ置キ，賓部冷却二隊シ出ノ冷却管ヂ前記「コルク栓ノ蓬縁部ノ孔チ類ジテ藻室内二注意シッ・挿入セ

シメ，賓部テシテ，英ノ尖端ノ鋭秋都二極グ接着セシメタリ．

  （口） 實験成績

 心目蔵ガ「アセチールヒニデン」ノ作用ノモトニ定型的ノ「アルテルテンス械動ヲ繍行セル時，

冷却管ヲ以テ英ノ賓部チ冷却スルニ，附圃Nr．7a u．7b二示スガ如ク，心独藪ノ極軽微ノ

減少（麓部刺戦褒生敷ノ減少）テ球スト共二，「アルテノレテンス」ノ大榑動ト小樽動トノ徴締高

差ハ漸次小サクナリ，遼ニハ爾糟動ハ金ク同一般縮高ヲ示スニ茶ル，（師チ正規ノ擁動）而シ

テ，比ノ際冷却僚チ取リ去ル時ハ心擁藪ノ漸増ト共二心室牧縮二百ビ交互的大小ヲ生ジ，須

災ニシテ從前ノ如キ定型的アルテハテンス」状態二役蹄スルラ鬼タリ．

 印チ本實験ニョリテ「アルテルテンス」ノ褒現ニハ賢都ノ刺戟護士循期ガ極メテ軍大ナル意
           ． ● ● ● ・ ． ■   ● ● ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ● ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ・

義テ有シ，「アルテルテンス」二於ケル心室ノ部分的枚縮雌二1綿ハ畢二蟹都制戟二対スル徴核心
・ ○ ． ・    ． ・ ● ． ． ● ●  ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ● ● ■ ● ■ ■ ● ● ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ・

室部ノ反騰性ガ献如セルガ篤メニ惹起セラル・モノナル事ラ鋼リ得ベク，比ノ締果ヨリ推
■  ■  ■  ●  ■  ■  ■  ■  ■  ■  ●  ■  ■  ■  ■  ●  ■

シ，タトヒ心室ノ部分的障碍度ガ如何二彊クトモ，賓部二於ケル刺敬譲生ガ遊グ緩徐ニシ

㍉心室ガ次回ノ蟹部制較ノ到來スル迄二完金二共ノ反確性ヲ恢復シ得ルカ如ヰ場合ニハ

「アルテルテンス」ハ現出シ得ザルベク，反射二心室ノ部分的障碍度ガ如何二転徴ナリトモ，

餐部二於ケル刺戟ノ褒生ガ著シク敏速ニシテ，心室ガ衣同ノ賓部刺戟ノ到来スル迄二完全二

恢復シ得ザルトヰハ「アルテルテンス撚態ハ現出シ得ルモノナル事ハ容易二．首肯シ得ル鹿ニ

シテ，彼ノ簑部ノ冷却ニョリテ「アルテルテンス状態ノ消失シテ正規ノ擦動トナレルハ，之

レ賓都ノ冷去トヨリテ刺戟護士藪ノ減少ヲ招来スル結果此ノ延長セル休期間二於テ心室組織

ノ今迄交互的二反廠不能二階レル部分ガ，玖固ノ賛部刺戦ノ到來スル迄二完全二共ノ反騰憧

ラ復鰯シ得ルニョルト解スベキモノナリ．

第六章 「ヒニヂン」，rヒ．＝ン」及ビ「アセチールヒニ。ン」

    ヲ以チゼル「アルテルテンス」ノ護士試験

上述「アセチールヒニデン」テ以ナセル賞験ニョツテ心臓ハrアセチールヒニデン」ニョル脈

                  【一2】
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型劉いシテ「カリウム」少キ「リンゲル波ノ場合ニハ群稜形成テ以テ，rカリウム」多ヰrリン

グル波ノ場合ニハ「アルテルテンス」形成テ以テ反廠スルモノナル事ヲ側リ得タルガ，余ハ更

二「ヒニヂン」，「ヒニン」叉ハrアセチールヒニン」ニョリテモ亦rリンゲル液内ノrカリウム」

テ増加セシムル事ニヨツテrアルテルテンス」ノ護現スル事ナキヤニ就テ検シクリ．

 「ヒニン」父ハ「ヒニヂン」ノ作用ニョツテ心樽藪ノ減少，振嚇ノ縮小，群族脈型笠テ球ス事

ハ周知ノ事費ωテルモ，之ニョツテ容易二定型的ノrアノレテルテンス」テ褒現セシメ待ル革
            ■  ●  ●  ■  ●  ■  ■  ■  ■  ■  ■  ■    ■  ●  ●  ■  ●  ●  ■   ●  ●  ●  ■  ■  ■  ■  ●  ●

二就テハ釆ダ先人ノ言巳載セサリシ虎ナリ．
■ ■ ●  ● ● ● ● ● ● ■ ● ■ ■ ● ● ■ ● ■

  （イ）實験方法

 賀験方法ハ第三章第一項二於ケル下垂ク同棲，而シテ本碩ノ實験二於テハ心臓ヂ正鵠リンゲル液ニテ瞥

養シ。英ノrカリウム」量ノミチ増減セシメタル揚含二就テ観察セリ．

  （口）實験域綾

第7表a 「リングル液内「カリウム量ト「ヒニヂン」二因ル脈聖劉ヒトノ關係

     「リyゲル液組成：NaC10．60％；C乱CI20．02％；NaHC030．01％．

番 性 髄 室 「リyゲル手蛮内KCI一握：（％）

重
（

温

號 別
武一

（。C） O．01 0．02 0．03 O．04

〕
…                              凸 」 …          一

一 一一 @  一一■■一一…1皿 山『11一止， ■    1…          一

82 ♂ 27 22．O ’「Lod・A A A
83 ♂ 26 23．0 Sod．L ● A A
84 ♂ 25 24．5 ・」・ ■ ●

87 ♂ 27 25．O ． I－od．A ● ■

i

88 ♂ 27 23．O ．  I。 A A
89 ♂ 25 23．O ・ 1 ・ A A
90 ♂ 21 20．5 ． l A ■ ■

91 ♂ 22 21．0 S一． ● ■

92 ♂ 22 20．5 S －A A A

94 ♂ 27 21．O ■ I－od．A ■ ●

95 ♂ 23 20．O ■ ■ A A

96 旱 25 21．O ．1． ■ A
103 ♂ 27 22．O L I。

● ●

104 ♂ 24 2310 L  「 ■ ■ ●

平均 ♂9一 21～27 20～25 Sod．L Lod．A A A

〔註〕 A，「アルテルナソス脈型（A1teman島verlau‘）；

  L＝群籏脈型（Gmppenbi1du㎎〕：

    房室間博導障碍（叉ハ賢房間儘導障碍二目ルモノ）

    並二寳部刺戟藪生ノ障碍二目ルト恩唯セラルル毛ノノ総禰．
  S・＝・児脹種ミ性ミt余児脹しSinδse瑠1’adyk趾die〕。

    〔以下準之〕
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第7表b 「リンゲル液内「カリウム量ト「ヒニン」二因ル脈型饗化トノ開係

   「リンゲル液組成：N皿C10，60％；CaCI2α02％；N皿HC03α01％・

番 性 鵠 室 rリンゲル漉内KC」量1％）
重
（

温

號 別
瓦 （℃）

O．01 0．02一 O．03 0．04

）

93 ♂ 25 21．O ■ S Sod．A A

94 ♂ 27 21．0 ■ Sod．I、 ● A

95 9 23 20．O ● ● A ■

96 旱 25 21，0 ● ● ■ A
98 ♂ 23 25．O ● ■ ■ A

99 旱 26 22．0 ■ S ■ ■

1OO ♀ 23 24．O ● S Sod．L A

101 9 2712110 ● ● Sod．L A
103 ♂ 27ミ22．O Sod．L Sod．L ■ ●

104 ♂
  i24123・O

L ■ Sod．L ●

平均 ♂9
。。～。。l

@  l

。1一。。i。。。．。

Sod．I、 S，L，A A

第7表。 「リンゲル液内「カリウム」量ト「アセチールヒニン」二因ル脈型蟹化

「リンゲル液組成：NaC1O・60％；C日C12α02％；Na正工CO畠O・O1％

番 性 鵠． 髄 「〕yゲル液内Kσ一量（％）
璽
（

温

號 別
玩 （℃〕 O．01 0，02 O．03 O．04

〕

98 ♂ 23 25．O ● S ■ L

g9 早 26 22．O ● Sod．L ● ■

100 9 23 24．O ■ ■ S S

101 9 27 21．O ● S Sod．L A

103 ♀ 27 22．O Sod．L ● ● ■

104 ♂ 24 23．O I．od．S ● ■ ■

へ       ■        I’一

平均 ♂ 9 23～27 21～25 Sod．I。 Sod．L Sod．I。 S，L，A・

第ク表a，b，Cノ各實験威綾ニヨツテ明カナル如ク「ヒニデン」，「ヒニン「及ピ「アセチロ

ルヒニン」ニョリテモ亦「リンゲル液内「カリウム」星ラ夫々適當二増加セシムル事ニョリテ。

「アルテルテンス」ノ援現スルチ見タリ．而シテ本質験二於テ得タル最モ興味アル知見ハ從來

                            ■ ●
見逃サレタル「ヒニン」ト「ヒニヂン」トノ心臓二樹スル作胴機轄ノ養蓮ヲ甚グ明確ナラシメ得
■ ■ ■ ● ● ■  ● ■ ●  ●  ■ ● ■ ●  ・ ● ■ ● ■ ■ ● ● ● ■ ■ ● ■ ■ ● ■ ■ ■ ● ● ● ■ ● ● ．

タル事ナリトス．（附圏Nr，8a u．b；Nr．9a u．b；Nr．10a，b u－c）
■ ■ ■ ● ■ ■ ●

印チ第8表ノ纏括的比較表二就テ見ルニ「ヒニデン」二体ツテハ正常「リンゲル液螢養（「カ

リウム」0．02％）ノ場合ニテモ狗「アルテルテンス」ノ出現スル事アルモ，「ヒニン」ニアリテハ

             【14】
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        第    8   表

「リンゲル液組成1NaC1α60％三C皿C120・02％；NaHC030・01％・

＼     K・1－G舳・・。Ri口。・。1舳。1。％
。、、、、、ふ  α。1 α。、 皿。。 、。、
      ＼

Ac6ty1chhidiIl   L oder A

Chini砒n       S oder L

Chわi皿         S oder L

Acety1chini1＝l   SoaerL

 A       A       A

I－oderAAA
SoderI． S，Lod町A   A

Sode11L  SoderL S，LoderA

此ノ際軍二心揮敷ノ減少テ來スノミカ或ハ群稜脈型テ出現シ，決シテ「アルテルテンス」ヲ現

サス，「カリウムJガ0．03彩以上トナルニ及ピテ初メテ「アルテルテンス」ヲ現出スルラ認ム・

此ノ事費帥チ「アルテルテンスJテ惹起セシムル事「ヒニン」ハ難ク，「ヒニヂン」ハ容易ナル所

以ノモノハ「ヒニヂン」ハ心臓ノ上方部ヨリモ比較的共ノ末梢部位ラ侵碍セシムル傾向著シキ

モ（奮部く前房く心室）「ヒニン」ニアリテハ此ノ傾向「ヒニヂン」ヨリモ弱ク寧日英ハ己・臓二対

スル侵碍作用ハ稿普遍的ニシテ箪二朱楕ノミニ止マラズ，同時二上心部位ニモ及ブガ爲メナ

リ．而シテ更二注日二値スルハ「ヒニン」，「ヒニヂン」ノ有スル此ノ作用上ノ特徴ガ各「アセ

チ□ル騒二於テー暦撰大鮮明ニセラレタルガ如キ観アル事ナリ，帥チ「ヒニヂン」ノ特徴愈々

著明テルハ「アセチールヒニヂン」ニシテ極メテ容易二（「カリウム」α01％ノ場合ニテモ）「ア

ルテルテンス」テ惹起セシメ，反射二「アセチールヒニン」ニアリテハ「ヒニン」ノ特徴一層強

調セラレ，rリングル液内r一カリウム」ヲ著増（0．0切）スルモ街「アルテルテンス」テ出現セシ

ムル事甚ダ困難ニシテ高々群稜脈型ノ褒現デ見ルノミ，釦チ心臓ノ末梢部ヲ侵碍スルノ傾向

最モ著シキハ「アセチールヒニヂン」ニシテ，「ヒニヂン」ハ遥二劣リ，更二「ヒニン」ハ「ヒニ

ヂン」二劣リ，「アセチールヒニン」ハ此ノ傾向最微鴉ナルテ知ル。

 〔附〕第8表二於テ「ヒ昌ソ」・「ヒニヂγ」，「アセチールヒニy」ノ心臓二鐵スル作用が「リンゲル液内

  「カリウム」ノ増加ト共二派賓憧徐脈→（費房間樽導障碍）→房室圃傳導障碍→「アルテルテンス」ト順次

  未梢的トナルノ傾向アルハ澁日畠値スル所見ニシテ且ツ曲ノ心臓ノ末相部二鐵スル侵碍傾向ノ強弱ヨ

  リ推論セル「ヒニン」，「ヒ自ヂy」並二面「アセチール髄ノ前房フリyメルン」，期外城縮，蟹作性心臓

  堆縮異常疾速症二勤スル治療的効カノ各特異ナルベキ駐二就テハ余ノ’跣二報告セル虚ナゾ5〕．

第七章 交互脈ノ護主機轄二・数スル考察並二卑見

 交互脈ノ験生原因二就而ハ「トラウベ」ノ記載以來多籔ノ撃着二目リテ研索論議セラレタル産ナル毛，現

今衙之テ糎動的一義的二癖明シ能ハザルノ状態ニアルが敬二，余ハ以下前言巴「ヒニン」籏藥物チ以ナセル交

互脈ノ蟹生試験ノ成駿二基キ，之ガ護士ノ本態二就テ酬カ考察テ試ミント飲ス．

 今本論二入ルニ先チ，交互脈（或ハ「アルテルナンヌ」）ノ褒主原因二關スル從來ノ文献（Ki5ch，｝趾9e－

b口isse der im．med．u．Ki皿de・hei1k－1ワ21。㈹ノ綜説チ参照）チ通麗スル㍉ 末糟動脈二於ケル摺動ノ爽

互的大小部チPu15u昌aIteman量ハ心臓ヨリ輸送スル血液量ガ，交互的二増減スル事昌ヨヅテ壁土スルモノ

                    【15】
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ナル事二就テハ，識學者ノ説ノ樋一致スル虚ナレドモ，北ノ輸送血量チ増減セシム1レノ原理二至リテハ英

ノ説グ慶風々トシテー致セズ，大騒次ノ虹キ3學説ノ相鈎幡スルチ見ル．師チ

 〔1）交互的収縮性低下説（Di・Tbeo・ie de・皿Iiemi・舵nd㎝tolalen Syslolie〕本撃説ハHofm掘，且

  B一丁）；F「edε「icq㈹；SPi脳u・Magm5I皿1ヨleb㎝ゆ等ノ晒フル慶ニシテ，交互脈バ心室全騒トシテノ

  城縮性二交互的増減アリ，篤メニ輸血量畠交互的増減テ招致スルニョルトスルモノニシテ，本尊説ノ

  強味バ「アルテルナyス」ノ心臓二就テ，心室ガ全題トシテ交互的二大小二様ノ堆縮テ行ヒ，弐誠ノ如

  ク部分的攻縮腕漏ノ像ハ之ヂ如何二注意深ク観察スルトモ観ムル事チ得スト云フ蛾ニアリ．耐シテ

  「ホフマン」ハ曲ノ交互的攻縮性低下ノ蟹生種纏二就デ，障碍セラレタル心臓ノ攻縮ハ健金ナル毛ノニ

  比シ，短時間内二経過シ終ルモノニシテ，何等カノ原因（例之揮敷ノ急劇ナル増加）ニョリテ小樽動ノ

  褒生チ見ル場合ニハ地ノ攻縮ハ短時間内二静止期二騎戻スルチ以デ，次二來ルペキ心室収縮ハ幾分長

  キ休期間隙ヂ倍，北ノ間二充分英収縮性チ恢復スル結果，次ノ刺戟二甥シテハ充分大豆長時畠亘ル吹

  縮運動チ行フ毛，北ノ大塊縮ハ更二休期間隙ノ短縮テ後贈スルノ原因テナスガ偽メ，第3番同ノ刺戟

  二勤スル収縮ハ番ビ小丘短時間二経過スルニ至ルモノナリト説明セリ、

 （2）交互的部分的攻縮脱漏説（Die Theoτie de・altemiereηd㎝p町1i・l1fn＾3ysto1i・）本學説ハG乱sk6

  1111；H町i㎎川1；K1日。h（1”；de把。er㈹；丁爬ndelonbu・gU4〕等ノ主張スル慶ニシテ，交互脈ハ心室ノ

  一部分が賓部刺戟二甥シ交互的畠欺縮運動テ超サザル二基困スルトナシ，英ノ根擦トスル崖ハ交互脈

  ノ心臓二就デ，心室ノー部分ガ交互的二蚊縮セサル像チ肉眼的二翻メ得ルト云プ駐ニアリ、而シテ比

  ノ部分的蚊縮脱漏ノ像テ甫メテ認メタルハG蝸ke工（1883）ニシテ，Heri㎎ハ地ノ部分的攻縮脱漏チ

  以テ該務部ノ不臓期ノ延長スルガ篤メナリト説ケリ，印チ心室組織ノー部分ガ障碍二階ル時ハ，出ノ

  部（障碍部）ハ賢部刺戟ノ到來スル時ニハ来ダ不臆期ニアリテ吸縮セズ，健常部ノミ蝦縮スルガ敬二越

  ＝小溝動チ生ズ，総レドモ比ノ障碍部ハー皮ノ収縮脱漏ニヨ可テ第2番目ノ翼部刺戟ノ到來スル進呈

  ハ充分恢復スルチ以テ，今十健織匡ト共二大蚊縮チ行フ，而モ此ノ大堆縮ハ部ツチ障碍部ノ不臆期ノ

  延長テ誘起セシムル原因トナリテ，第3番目ノ賓部刺戟二鏑シテハ該部ノ収縮ハ再ビ脱漏スルニ至ル

  モノナリト書フ、

 〔3）血液カ撃原因説tH舵mod仰mi畠。h6Tbeor13㎜ch We皿。keb乱。h）最初「ウェyケバッハ」｛15〕ハ炎

  互脈ノ蟹主原因二就テ「ホノマン」等ノ交互的攻縮性低下説二賛セシモ，英ノ後氏ハ爽五飲症ノ心勝ニ

  ハ何等特異トスル病理的鍵化ラー讃明シ待ザル事チ知ルニ重リ，交互脈ノ原国テ直接心筋ノ障碍二求メ

  ントスル「赤フマン説ハ到底成立シ難シドナシ，従來ノ見解チー鍵シテ人間二於ケル交互脈ハ心臓虜

  鵠ノ障碍三原因スルモノニ非ズシデ，心臓ヨリノ血液輸送量ノ交互的大小ハ心臓以外ノ原因特二心臓

  ノ血液充盈度｝血管内抵抗トノ關係如何ニョリテニ1欠的二葱趣セラル・モノナリトノ臆説（16）与壌表

  スルニ至レリ．印チ同氏二擦レハ血液輸送量ハ心室ノ充盈皮及伸張度ノ大ナル程多ク，反勤二血睡高

  キ程少キモノニシテ或ル機會二於テ大動脈ヘノ輸血量二減少テ球ス時ハー時大動脈内ハ低麗状態ニア

  ’ルデ貝テ，次ノ心室攻縮ハ充分強且大二行ハレ，英ノ輸血量モ亦多キ毛（大摺動）北ノ大量ノ血液輸送

  二困ツチ大動脈ハ強ク充サy，且典ノ懸カモ亦強大トナルガ散㍉次デ來・1雌縮ハ小丘微弱ニシテ其

  ノ輸血量モ亦僅少ナラザルヂ得ズ（小潮酬，剰＾血液ノー部分バ心室内二残留スルニ至ル，然レドモ

  曲ノ小樽動二目ツチ大動脈懸ノ低下テ來ス結果教ノ欲縮ハ再ビ大豆強カニ行ハレ，大量ノ血液ガ輸蓬

  セヲル・ナリト云フ．

 上証3箪誠中第3／W㎝ck・baohノ血液カ事原因説ハ英ノ説ク慶巧妙ナルガ虹シト雛㍉何等質験的
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根様テ有セサル臆誠二通ギサルテ皿テ，之ガ是否ノ穫ハ論ズルニ由ナキモ，（此ノ説ガ人間二於ケル交互

脈二局スル説明皇シテ心臓「アルテルテンス」ノ説明二適用シ得ザルハ「ウェンケバッハ」自均モ明言スル塵

ナリ）他ノ2説ハ夫々實験的観察二基キナ提唱セラレタルモノニシテ，出ノ両説ノ別ル・所以ノ毛ノハー

ツ苫「アルテルテンス」ノ心臓二就テ，英ノ小糠動暗畠肉眼ヂ臭テ，心室ノー部分ガ吸縮セザルノ像テ認メ

得ルト否トノ黙二存スルガ，果シテ何レテ貝テ足トスペキカ．

 既述余ガ「アセチールヒニデン」ヂ以ナセルrアルテルナyス」ノ蟹生試験二於テ，心室ノー部分が賢部刺

戟二勤シ交互的二攻縮運動テ趨シ得ザル二基困スルモノナリトセルバ正昌交互的部分的攻縮脱漏説テ肯定

シ，且ヅ之チ以テ直二交互的牧縮性低下説チ否定セシ筋ナルヤ勿論ナリ．

 惟フニ「アルテルテンス」二於ケル心室ノ部分的障碍ハ英ノ器質的ナルト穣能的ナルトヂ間ハズ，第2圖

A昌示ス如ク，心室ノー定部位二眼周シテ而モ相篭大ナル範．園二夏リテ來ル場合下第2圖五二示スガ如ク

極メテ小艶園ノ障碍（此ノ考ハ心筋紙胞ノ各セグメント」或ハ筋細胞内ノ各筋繊維ノ小節固二迄毛皮ビ得ベ

シ）ガ心室ノ金麗ユ豆リテ散在的二來ル場合ノアルペキモ亦思考シ得ラル・慶ニシテ，障碍ガ相當大ナル

範園二面毛限局地二存スル時ハ肉眼的ニモ容易二該部ノ吸縮セザルノ像ヂ認識シ線ペシト難毛，障碍ガ会

心室二亘可テ散在スル場合特二筋細胞大ノ障碍ガ心室ノ副ル鹿二混准シ，之ガ交互的二蝦縮脱漏二階ルザ

如キ場合ニハ，タトヒ實際交互的二攻縮運動チ超サザル部分ハ存在スルトハ素＾，之テ認知スル事ハ金然

不可能ノ事二麗シ，心室がアクカモ全麗トシテ大小二様ノ攻縮ヂ讐ムガ如グ見ユベグ，從ツテカ・ル所見

チ軍鈍皇承ケイル・時ハ「ア〃テルナツス」ハ心室筋ノ収縮性ガ交互的二低下スルガ爲メナハノ緒誠二隅

ルペシ．況ヤ既述余ノ貿験二於テ注意セル知ク，rアルテ〃ナyス」二於テ大樽動ト小榑動トノ城締高差ノ

僅薇ナル場合ニハ心室ガ恰毛金麗トシテ大小二様ノ牧縮運動テ行ブガ如ク見エ，攻1縮脱漏ノ部分ハ之テ嬢

         第2圖    翻シ難キ事サ＾アルニ於テナヤ、

    B              A        勿論以上ハ単二心臓障碍ノー定部位二限局セ

  ’．・・．、          一・．■    ル場合ト慶々二散在セル場合トノ両極端二就テ

        1             ’  考察シタルモノニシテ，實際ユ於テハ此ノ繭極

                         端聞二種々ノ程度ノ移行文ハ混合朕態ノ存准ス

                         ペキハ今更言チ要セプル慶ニシテ，今暇リニ

                         「アルテルテンス」ヂ限局，散在及ビ混合ノ3型

                         二国別シテ考ブルニ，

                          （・）冠状動脈枝ノ緒繁㈹㈹叉ハ硬化（該動

                           脈枝記下ノ心室組織ノ機能障碍ヂ來ス）或

〔＝コ’’’…健全ナル部                 ハ心筋ノ炎症叉ハ饗性ノ限局的二來ル場合

                          等ハ何レモ限局型rアルテルテンス」ノ験生
歴璽璽・…・・交互的二吸縮不能二階ル部

                          誘因タリ得＾・ク，
 a  …・・揃 房
                          （b〕獺蔓性ノ心筋炎，心筋鐘性或ハ萎縮讐
 v 一・…・心室
                           ハ寧口散在型テナス事多カルベク，叉

 （C）「アルテルナyス」ガ「ヂギタリス」鮒1舳O〕，「グリオキシール酸〔21〕，「アコニチン」舳等ノ業物ニ

  コル中毒，心摺疾遼㈱〕（7）迷走楴纏（刷叉ハ交感肺纏ノ刺戟㈹〔洲，期外牧縮〔舳2出（迷走沸経㈹〔醐

  叉ハ交感卿経ノ蝿戟舳或ハ期外妓縮f27川）二脚ノ惹起ニヨツテ既存ノ「アルテルテンス状態ノ却ヅテ

  澗失スル事アリ）等二曲來スルガ虹キ場合ニハ，條件ノ如何二目リ，限風散在叉ハ混合ノ河レノ型
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モ超リ得ベキ事ハ推察シ得ル塵昌シテ，期グ考察シ來ル事ニョヅテ「アルテルテンス」ノ骸主機軸ハ之

テ敢テ交互的蝦縮性低下獄ヂ籍ラストモ，交互的部分的敬縮脱漏説二目リテー元的二充分説明シ得べ一

ク，特二部分的吸繍腕漏像ノ存在ハ到底之ヂ否認シ能＾ザルノ事費ナルヂ皿テ，余ハ拉二特二「アル

テルナソス」ノ獲生チ考フル蟻含ニハ交互的二蚊繍不能昌鱈ル部分ノ酋二心室ノー定部位二限局シテ

春スル場合ノミナラズ，既述ノ如ク其ノ全心室二散在スル場合モアリ待ベキ事テ考慮ノ中二容レ交互

的部分的妓縮脱漏説二左複セントスル毛ノナリ，而シテ前逃ノ如クrアルテルテンス」ノ小樽動が心室

ノ部分的攻縮晩漏二基困スル毛ノトナス以上ハ「アルテルナyス」二於テ部分的攻綿腕漏ノー小榑動蒔ニ

ノミ春シ，大揮動ガ全心室筋ノ攻縮ニョリテ行ハル・ト見放スヘキ場合以外㍉小樽動時ノミナラズ

大揮動蒔ニモ堆縮脱漏チ來ス部分アリテ，摺動ノ交互的大小ガ翠二心室ノ蚊縮脱漏二階ル部分ン大サ

ノ相違二目リテ意趣セラル・場合（Mines30）モ亦存スベキヂ以デ，一般的：ハ「アルテルナyス」ハ

心室組織ノ橿瀧ガ不平均二障碍セラレ薬ノー都労が寳部ヨリノ刺戟二勤シ交互的二反腰シ得ザル時二

蟹現スル毛ノド断ジ得ベシ、耐シテ「アルテルナン刈二於テ心室ノー部分ガ賢部刺戟二甥シ交互酌二

眼縮不能二階ルノ状ハ，彼ノ房室間分離2錫1（At・io・e口t・ik・la・b1・・k2：1）ノ場合二房室境界部以下

心室全彊ガ賢部刺戟二甥シ交互的二城縮不能二階ルノ状ト，英ノ關係甚ダ相類似セルモノアリテ，繭

者間二只攻縮不能二階ル部分二大小ノ差異アルノミ，従ツチ「アルテルテンス」ハ之テ心室分離2勤1

（I皿trav㎝tri㎝I尭耐B1㏄k2：1）ナル心臓機能ノ分離現象ノー種ト見傲ス方が寧日袈鴬ナランカ．

第八車 結   論

上述ノ實験成績ヨリ緒論スル事次ノ如シ：

1、（a）「リンゲル液（正常リンゲル液組成：NaC10．60名，C乱α20．02％，KC1o．02％，

 NaH1C0冊0－01％）ノ「カリウム」ノ相欝的濃度上昇（勿論箪濁ニテハ何等心臓機能二認ム

 ベキ愛化テ星セダル程度）ハ心臓ノ「アセチールヒニヂン」二因ル「アルテルテンス」ノ嚢

 現性テ著シク増彊セシム，而シテ北ノ際「アセチールヒニヂン」ノ極微量チ以テ極メテ容

 易二定型的持続的アルテルテンス」（持綾1時間以上）テ護現セシメ得．反勤二「カルシウ

 ム」ノ相勤的濃度上昇ハ「アルテルテンス」ノ護現性ヲ減弱愛性セシメ，群稜（房室間分離

 型）ノ形成姓テ誘護セシム．

（b）心臓全髄テ千尋二冷去口（徹C→1年C）セシムル時ハrアセチールヒニヂン」ノ心臓二濁

 スル麻陣作用（特二縮幅作用）ハ著シク滅躬スルニ拘ラズ，「アルテルナンン」ノ護現ハ却

 ツチ容易ナリ，即チ高温ノ場合目リモ廣キ濃度範園二於テ護現ス．

（C）「アセチールヒニヂン」ノ作用ノモト二心臓ガ持綾的アルテルテンス」ノ状態ニアル

 時，英ノ賓部ノミテ限局的二冷却セシムル時ハ心搏敷ノ轍微ナル減少二件ヒ，「アルテ

 ルナンス」ハ消滅シテ心臓ハ正規ノ掠動状態トナル，然レドモ冷却テ止ムレバ糟数ノ漸

 壇ト共二「アルテルテンス」ハ再現ス．蜘チ蟹部刺戟護士ノ週期ハrアルテルテンスJ護現

 ノ篇メニハ極メテ重大ナル意義テ有ス．

（d）「アセチールヒニヂン」二因ル「アルテルテンス」ハ心室ノー部分ガ竃部刺戟二翼シ交

 互的二収縮脱漏ヲ球スニ原因ス．
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（e）「アセチールヒニヂン」ハ「アルテルテンス」ノ「デモンストラチオン」ノ目的ニハ最適

 ノ物質ナリト信ズ．

2．「アルテルテンス形成（心室ノ音E分的障碍）ノ場合ハ房室性群稜形成（房室界以下心室全

 騒ノ障碍）ノ場合ヨリモ心臓障碍ノ存スル部位ハ相対的二更二木梢方向（賓部→前房→心

 室→心室ノー部分）二限局セルモノナルヲ以テ上述（a）實験二於テrカリウム」ハ「アセチ

 ールヒニヂン」ノ末檎部長碍傾向ラー暦増進セシムルモノト解セサルヘカラズ，此ノ理

 二基キ余ハ更二從來房室間分離ヲ來サシムル築物トシテ識ラレタル「ヒニヂン」，「ビニ

 ン」（アセチールヒニン」）ニョリテモ亦同シク「リングル液ノ「カリウム」ヲ夫々適度二

 増加セシムル事ニョリテ定型的アルテルテンス」ヲ褒現セシメ得タリ．（但シ各薬物二於

 テ之テ褒現セシムルニ産グシク難易ノ差アルヲ認メクリ，符二「アセチールヒニン」ニア

 リテハ「アルテルテンス」護硯ハ極メテ困難ナリ．）而シテ比ノ際「カリウム」最少キ場合

 ニハ該築物ニコル脈型鐘化トシテ箪二賛性徐脈叉ハ蟹性不整脈テ球スノミテルモ「カリ

 ウム」ノ漸増スルニ從ヒ順次賓憧徐脈→（蟹房間分離）→易室間分離→「アルテルテンス」

 ナル各特異ナル脈型ヲ護現スルニ至ルヲ見タリ．

3交互脈ハ心室組織（心筋叉ハ剣戟偉導系）ガ不平均二障碍セラレ，英ノー部分ガ賓部刺

 戟二対シ交互的二枚縮運動ヲ超サ“ル事ニョリテ襲現スルモノニシテ，心室内分離2封

 エ（Intrav㎝t工i㎝1虹er別。ck2：1）ナル心臓機能ノ分離現象ノー種ト見傲スベキモノナ

 リ．

欄筆スルニ播リ恩師石坂教授ノ御指導亜二本撃山岡教授ノ御助言二甥シ心力フナル謝意チ表ス．
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附圓言克明

Nr・L「アセチールヒニヂン」1：70，OOO潅二…1ル「アルテルテンス」．

・1一ゲル液内�d、
N・．2・「アセチールヒニヂン」1150・000液ニョル群籏（房室問分離型）脈型．

・1一ゲル納氓P勝
N・・3・濃厚「アセチールヒ白チン」液作用二於ケル溌樵二目ル恢復時ノ「アルテルテンス」．

・wル湖／ニニ練、

Nr・41「アセチールヒニヂy」I：300，000濃ニョル脈型鐘化：

    整調律→「ア〃テルナソス」→手調律1．

・1〃ル液内勝㍍：二島

Nr・5・「アセチールヒ自ヂソ」二目ル持頼性「アルテルナッス」ノー部．

Nr・6・「アセチールヒ昌ヂソ」（11ユ00，000）ニョル「アルテルテンス」

    大榑動ト小糠動トノ攻締高差ノ僅微ノモノ．

・1一ゲー液内氓P慧、

Nr・7孔「アセチー〃t昌チン」（1：320，000〕ニョル「アルテルテンス」心臓呈於ケル賢部冷却試験．

    （冷却溜．虞宮2．C）
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Nr．1．

Nr．2．

嘉樵

Nr．3．

Nr．4．

AcotyIchinidi口  1：200，O00
↓

嘉樵

Aoety1oh inidin  1：300，O00
↓

↓        ↓
洗樵       洗浄

嘉瀞

Nr．5．



岡本論文附囲（・）

Nr．6．

Nr．7a．

Nr．7b．

Sinus乱bk血h1u皿g Sin口s日bk缶hluug

｝   Sinu5abk衙hlu口g

Chinidin 1：50，000

Nr．8a．

一㎜
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Nr．9a．

Chimin
↓

1：5，000

Nr．9b．

Chimin
↓

1：100，000

Nr． 10乱．

A㏄ty1c阯nin 1：15，000

A㏄ty1cbiDin 1：50，OOO

Nr．10b．

Acety1chiniI1 1：2，000

Nr．引Oc．



   「ヒ昌y籏藥物二因ル眞快心臓アルテルナyス」（DeτHer湘1term耐〕嚢現二關スル研究

    ・舳渤勝機

“7b．「アセチールヒ＝チン」（1：300，OOO〕ニコル「アルテルナッス」心臓二於ケル賢部冷却試験

   （冷却温度畠O．C）

    r用液内線、二機

N1・8a・「七二ヂソ」1150，000液ごコル「アルテルテンス」．

    ・1州内勝1幾

Nr・8b一「ヒ自チン」ミヨル寳房聞分離2錫1・

NL9乱・「ヒ昌y」115，000液晶コル資性徐脈．

    ・1州内勝機

Nr．9b、「ヒ’ソ」1：100，000波ニョル「アルテルナツス」、

    ・1州内勝機

N＾10孔「アセチールヒ畠ン」1：15，000波ニョル蟹性徐脈．

    ・w藩内続線

Nr・10h「アセチールヒニン」1150，OOO液二目ル「アルテルナyス」一

    ・w剛幾幾

N高10c＝「アセチールヒ昌ソ」1：2，OOO液二目ル群籏脈型．

    ・州内1：二熟
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